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研究主題 

課題に応じて運動の取り組み方を工夫させる授業 

～課題発見・解決の過程の評価について～ 

 

Ⅰ 研究主題設定の理由 

平成 22 年３月 24 日中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会報告「児童生徒の学

習評価の在り方について ４ 観点別学習状況の評価の在り方について」では、「思考・判断・

表現」の観点については、各教科の内容等に即して思考・判断したことを、その内容を表現

する活動と一体的に評価するものとして設定している。これは、表面的な現象を評価するも

のではなく、例えば、自ら取り組む課題を多面的に考察しているか、観察・実験の分析や解

釈を通じ規則性を見出しているかなど、基礎的・基本的な知識・技能を活用し、各教科の内

容等に即して思考・判断したことを、記録、要約、説明、論述、討論といった言語活動等を

通じて評価するものであることに留意する必要があることを示している。 

先行研究等において、「合理的・段階的な練習方法を設定すること」や「教師がより分かり

やすく助言・指導をする」ことをテーマにした研究が多く行われている。「できた」という達

成感を得られ、学びが活性化されていくという内容が主である。しかし、そこに本部会は以

下の３点の疑問を抱いた。 

① 生徒が技能を習得する過程で、「なぜできたのか、なぜ失敗したのか、どうすれば上

達するのか」を考えているのだろうか。「できた」か「できないか」といった、結果

だけにとらわれるのではなく、「なぜ、どうすれば」という思考・判断と、そのこと

をどのように表現しているのかを評価することが重要なのではないか。 

② 教師が、「合理的・段階的な練習方法を設定したり、よりわかりやすく助言・指導を

行ったりすること」は、「教師ができるようにさせた」という面が大きく、生徒の思

考力・判断力・表現力を高めたということには必ずしもならないのではないか。 

③ 「教師ができるようにさせた」という面が大きいということは、「自己決定や自力解

決の場、生徒同士の積極的な関わり、自分や相手の考えを相互に伝えたり理解したり

する」場面が少なくなってしまうのではないか。 

一方、東京都教育ビジョン（第３次）では、「社

会全体で子どもの『知』『徳』『体』を育み、グロ

ーバル化の進展など変化の激しい時代における、

自ら学び考え行動する力や社会の発展に貢献す

る力を培う」ことを基本理念としている。この基

本理念を実現するために、「一人一人の個性や能

力に着目し、最大限に伸ばすとともに、自己肯定

感を高める。」という視点を重視して教育施策を 

図１ 自尊感情の観点 

東京都「自尊感情の３つの観点」 

Ａ 自己評価・自己受容 自分のよさを実感し、自分を肯定的に認めら

れることができるようにします。 

Ｂ 関係の中での自己 多様な人との関わりを通して、自分が周りの

人に役立っていることや周りの人の存在の 

大きさに気付くようにします。 

Ｃ 自己主張・自己決定 今の自分を受け止め、自分の可能性について

気付くようにします。 
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展開している。本研究では、この点に着目し、体育の授業においても自己肯定感を高めるこ

とを意識する必要があると考えた。図１は、東京都が「自尊感情や自己肯定感に関する研究」

で示した、子どもの自尊感情の傾向を把握するための３つの観点である。 

以上のことから、本研究では、教師による過度な助言・指導を抑え、課題に対し生徒が互

いを観察し、考察し、関わり合いを深めることで、自分達で課題を解決していく授業づくり

を目指すこととした。また、生徒が自ら課題を発見し、解決する過程を評価する方法につい

て検討することが必要であると考え、本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の視点 

１ 「体育」における「思考力」「判断力」「表現力」 

体育の授業は、体力の向上や運動に関する知識を深めることのみならず、情緒面や知的な

発達、集団的活動や身体表現などを通じたコミュニケーション能力の向上、筋道を立てて練

習や作戦を考え、改善の方法などを互いに話し合う活動を通じた論理的思考力の向上などの

学習効果が期待できる。 

これらの資質や能力を育てるためには、運動の楽しさや喜びを深く味わえるように、自ら

の運動課題を解決するなどの学習をバランスよく行うことが重要である。高等学校において

は、自己の課題に加えて仲間やチームの課題にも視野を広げるとともに、運動を継続するた

めに必要となる課題の解決が求められている。思考・判断について、高等学校学習指導要領

解説 保健体育編・体育編（以下、「解説」とする。）では、各領域において、表１の中から

各領域に応じた例を示している。   

そこで本研究では、各領域において、表１に示した４つの観点から、学習課題に応じてこ

れまで学習した内容を学習場面に適用したり、応用したりする力を「思考力」「判断力」とし

た。また、「表現力」においては、学習活動等において思考・判断したことを表現する力とし

た。 

                                                

 

 

２ 言語活動の充実 

  中央教育審議会は平成 20 年１月に「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校

の学習指導要領等の改善について」を答申した（以下、「平成 20 年答申」とする）。この平成

20 年答申において、言語を通した学習活動を充実することにより、「思考力・判断力・表現

力等」の育成が効果的に図られることから、いずれの教科等においても、記録、要約、説明、

論述、討論などの言語活動を発達の段階に応じて行うことが重要であるとしている。 

また、「解説」では、「知識については、言葉や文章など明確な形で表出することが可能な

形式知だけでなく、勘や直観、経験に基づく知恵などの暗黙知を含む概念であり、意欲、思

考力、運動技能などの源となるものである」としている。 

本研究では、各運動場面で、体を動かす機会を適切に確保した上で、各自が身に付けた知

表１　思考・判断の具体例

①体の動かし方や運動の行い方に関する思考・判断

②体力や健康・安全に関する思考・判断

③運動の実践につながる態度に関する思考・判断

④生涯スポーツの設計に関する思考・判断
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身体的有能さの認知 自己の運動能力、運動技能に対する肯定的認知

統制感 できない技術でも、努力や練習によってできるようになるという認知

受容感 教師や仲間から受け入れられているという認知

表２　運動有能感の構造

識を活用して、自己や相手、仲間の課題を発見し伝え合う、互いに協力し教え合う、合意形

成に貢献するなどのコミュニケーションを図る学習活動を設定した。その過程を生徒に記録

させ、生徒の学習意欲や学習活動、技能の向上にどのように影響があるかを検証した。 

平成 21 年改訂の学習指導要領において、「体育」では、「運動の合理的、計画的な実践を

通して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる」ことが目標

の一つと示された。この目標を実現するためには、運動に対する動機づけを高めることが必

要である。成績のため、怒られないため等の理由で運動に参加する場合は、外発的に動機づ

けられている状態である。そうではなく、楽しいから、できるようになりたいから、仲間と

関わりたいから等、内発的な動機で運動に参加できるようになれば、学校を卒業して体育の

授業がなくなってからも、自らの興味・関心により運動に取り組む資質が育まれ、生涯にわ

たって運動に親しむ資質・態度の育成につながることが期待できる。 

(2)運動有能感について 

先行研究において、岡沢ら1（1996）は、運動に内発的に動機づけられるためには、運動有

能感が重要であるとし、「身体的有能さの認知」、「統制感」、「受容感」の３因子で構成され

ていることを明らかにした（表２）。岡沢らが作成した運動有能感尺度の各因子を構成して

いる質問項目（表３）は、小学生から大学生まで全ての発達段階において共通しており、信

頼性も高いことが明らかにされている。表２と表３には、岡沢らによる「運動有能感の構造」

と「運動有能感に関する調査」を示した。 

  

                                       
1岡沢祥訓・北真佐美・諏訪祐一郎．運動有能感の構造とその発達及び性差に関する研究. 

表３　運動有能感に関する調査

｢よくあてはまる」・・・　５　　｢ややあてはまる」・・・・・４

｢ややあてはまる」・・・　４　　｢どちらともいえない｣・・・ ３

｢あまりあてはまらない｣・ ２　　｢まったくあてはまらない｣・ １

１．運動能力が、すぐれていると思います。

２．たいていの運動は、上手にできます。

３．練習をすれば、必ず技術や記録は伸びると思います。

４．努力さえすれば、たいていの運動は上手にできると思います。

５．運動をしている時、先生が励ましたり応援してくれます。

６．運動をしている時、友達が励ましたり応援してくれます。

７．一緒に運動をしようと誘ってくれる友達がいます。

８．運動の上手な見本として、よく選ばれます。

９．一緒に運動する友達がいます。

10．運動について自信をもっているほうです。

11．少し難しい運動でも、努力すればできると思います。

12．できない運動でも、あきらめないで練習すればできるようになると思います。

１・２・８・10 が身体的有能さの認知

３・４・11・12 が統制感

５・６・７・９ が受容感に関係する質問である。

３ 自己肯定感の評価 

(1)内発的動機付けについて 

スポーツ教育学研究 16(2).1966.p145-155
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Ⅲ 研究仮説 

 本研究では、「生徒同士で学ぶ時間を設定する。ペアやグループでの活動を取り入れ、そこで

考え合う、励まし合う、教え合うなどの活動から運動の楽しさや意義を感じ、生涯にわたって

豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育むことができる」と仮定した。 

 具体的には、以下の観点で研究を進める。 

１ 生徒間でのコミュニケーションの機会を増やす 

生徒の「できた」か「できなかった」は、結果的である。そこを教師が重視して評価する

ことや、「教師ができるようにさせた」と感じさせてしまう授業では、教師主導型となり、「自

己決定や自力解決の場」や「生徒同士の関わり、考えを伝え理解する」などの、コミュニケ

ーションの機会が減少することになりうる。そのため、ペアやグループでの活動を増やすこ

とで生徒間の会話が増え、生徒同士の学びが活発化する。 

２ 課題発見・課題解決学習に取り組ませる 

運動技能の習得過程やその後の試合において、ペアやグループで課題発見・課題解決する

活動に取り組ませる。教師による助言・指導をできるだけ抑え、生徒の主体的な学習を促す

「考えさせる授業」を行う。学習カードや個人の反省を記入させることで、自己や仲間の現

状に気付き、そこから課題を解決するための思考・判断をめぐらせる。そして、主体的な学

習の感覚をつかむことで、種目や運動に対する関心・意欲にもつながる。 

３ 学習活動中の言語活動を充実させる 

教師が、話し合いの基となる情報を提供したり、話し合いが必要となる教材を工夫したり、

話し合いの視点を明確化して提示したりすることで、生徒が「考えながら運動し、運動しな

がら話し合う」授業となる。質の高い言語活動を保障することで、生徒の思考力・判断力・

表現力等を育成することにつながる。 

４ 自己肯定感を分析する 

運動有能感アンケートやスキルテスト、授業への取り組み方や意識的変化の関連性を分析

する。教師は、表面的な現象のみを評価するのではなく、記録、要約、説明、論述、討論と

いった言語活動も評価する。「できた」「できない」や勝敗だけではなく、そこまでの過程で

生徒が互いに評価し合う、励まし合う、教え合うなどの「関わり合う習慣」を大事にさせる

ことに重点を置いた。それにより運動をすることに対して内発的な動機が生まれ、新しい課

題に対しても主体的に学習活動に取り組む姿勢を育くむようになる。そして、生涯にわたっ

て豊かなスポーツライフを継続できるようになる。 

 

Ⅳ 研究方法 

１ 運動有能感に関するアンケート調査 

  研究実施前と実施後において、生徒の運動に対する肯定感の変化を評価するために運動有

能感調査（表４）を行う。（Ａ高等学校男子 47 人、Ｂ高等学校男子 75 人・女子９人、Ｃ高等

学校男子 85 人・女子４人、Ｄ高等学校男子 12 人、女子３人、Ｅ高等学校女子 14 人。Ａ、Ｂ、

Ｃ高等学校は全日制課程、Ｄ、Ｅ高等学校は定時制課程） 
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「身体的有能さの認知」、「統制感」、「受容感」、これらを総合した「運動有能感」について、

研究前と研究後の平均値の差を検証する。 

２ ペアやグループによる課題解決学習 

学習内容としては、個人スキルの向上、集団活動における球技スポーツの戦術の考案、実

践などが挙げられる。そして学習活動中に言語活動を充実させるため、グループ討議や教え

合いなど他者の考えや意見を聞いたり、自分自身の意見を発表させたりする。 

３ 学習カードやホワイトボードの活用 

学習者同士の意思疎通の方法として、図や絵を使うことで、姿勢の確認や動き方、ポジシ

ョニングの確認などを生徒が視覚的、直感的に行えるようにする。 

４ 授業アンケートと運動有能感の関連 

  運動有能感アンケートと授業アンケートの関連について分析し、考察する。 

 

表４ 運動有能感に関するアンケート  

岡沢ら(1966)．運動有能感の構造とその発達及び性差に関する研究より引用 

年  月  日（  ）
運動に関するアンケート 

                                    年  組  番 氏名     
当てはまるところに○をつけてください。あまり深く考えず感じたところで結構です。 

５非常に思う ４思う ３なんとなく思う ２思わない １まったく思わない 
１、運動能力が優れていると思う。 

                   ５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １
２、たいていの運動は上手にできる。 

５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １
３、練習をすれば必ず技術や記録は伸びる。 

５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １
４、努力さえすればたいていの運動は上手にできる。 

５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １
５、運動をしているとき、先生が励ましたり応援したりしてくれる。 

５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １
６、運動をしているとき、友達が励ましたり応援したりしてくれる。 

５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １
７、一緒に運動をしようと誘ってくれる友達がいる。 

５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １
８、運動の上手な見本として、よく選ばれる。 

５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １
９、一緒に運動する友達がいる。 

５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １
10、運動について自信を持っている方です。 

５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １
11、少し難しい運動でも、努力すればできると思う。 

５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １
12、できない運動も、あきらめないで練習すればできるようになる。 

５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １
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表５ 授業に関するアンケート 

 

 

１．自分たちで課題を解決することができましたか。 A　・　B　・　C　・　D

２．課題解決学習を通じて、自分の考えや方法よりも相手の
ほうがよいと感じたことはありましたか。

A　・　B　・　C　・　D

３．グループで考えたことがチームプレーとして授業で
生かされましたか。

A　・　B　・　C　・　D

４．ぺアやグループなど複数のメンバーと考えながら学習に
取り組むことでよいアイディアが多く見つかりましたか。

A　・　B　・　C　・　D

５．「４」の質問で見つかったと答えた人は、なぜよいアイ
ディアが見つかったと思いますか。また見つからなかった人
はなぜ見つからなかったと思いますか。

記述

６．体育の授業において、自分に一番適した学習方法は
　なんだと思いますか。

人に聞く　　先生に聞く　　人のまねをする　　教科書で調べる

とにかく何回も試す　　人に見てもらう　　みんなで話し合いをする
お互いに教えあう

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７．自分たちで考えて（課題解決など）実践する授業
は、 他の授業形態に比べてどう感じましたか。

やりやすい　　　　　やりにくい　　　　　技能が向上しやすい

チーム戦術などがうまくいく　　　　アドバイスが多いほうがよい
アドバイスは少なくてよい　　考える時間が多くほしい

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

８．考えながらスポーツに取り組んだり、体を動かしたりす
ることは楽しいと感じましたか。

A　・　B　・　C　・　D

９．考えながら運動に取り組む授業を通じて、運動への取り
組み方やかかわり方が変わったと思いますか。

A　・　B　・　C　・　D

10．どんな時に運動は楽しいと感じますか。特に、該当
する時が思い当たらない場合は、どうしたら楽しみなが
ら運動に取り組めると思いますか。

記述

アンケート　　　　　　A：とても良い（ある）　B：まあまあよい（まあまあある）　C：あまりよくない（あまりない）　D：ない
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Ⅴ 研究構想図 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体テーマ   「思考力・判断力・表現力等を高めるための授業改善」 

仮  説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体テーマ   「思考力・判断力・表現力等を高めるための授業改善」 

高校部会テーマ 「思考力・判断力・表現力等を育むための指導と評価」 

研究の方法 

①運動有能感に関する調査アンケートの実施。授業前と授業後の運動有能感の変化を調査する。 

②ペアやグループによる課題解決学習に取り組ませ、話し合いや教え合いなどを通して課題解決させる。 

③スキルテスト、学習カードの記載内容、自己評価アンケートなどのデータを収集する。 
④上記データを分析し、効果的な指導方法を分析、検証する。 

現状と課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

検証方法 

①運動有能感調査を単元の前後に実施し、その結果を分析し考察する。 

②単元を通して使用する評価表と単元後に行う授業に関するアンケート、運動有能感のアンケートと技能

テスト、生徒の様子などの関連を分析、考察する。 

高校保健体育部会主題

課題に応じて運動の取り組み方を工夫させる授業 
～課題発見・解決の過程の評価について～ 

運動する子とそうでない子の二極化  生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育むことが重要 

教師が主体的に指導する授業 生徒が主体的に学習する授業 小 コミュニケーション 大 

分かりやすい授業 ≒ 思考力･判断力を向上させる 

運動の内発的動機づけが必要 体育実技の評価の改善 

記録･結果の評価に偏りがちである 

(できた・できない等の表面的な評価) 

教師ができるようにさせた授業が多い 

（対教師の関係 ＞ 生徒同士の関係） 
現状

見えにくい部分の評価が必要 生徒が自己決定･自力解決していく授業 課題

思考力･判断力を高める ⇒ 主体的に考えさせる体育実技の授業 

表現力を高める ⇒ 考えたことを情報交換させる授業 

自己肯定感を高める ⇒ 互いを認め、高め合う授業 

 生徒同士で学ぶ時間を 

意識的に設定する 

言語活動を充実させる 

（思考・判断の可視化）

自己決定･自力解決があり、 

楽しさや意義を感じることができる
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Ⅵ 事例研究 

 

１ 事例１ 領域「球技」ゴール型 バスケットボール （高校３年生 男女） 

 

(1)単元の目標 

ア チームにおける自分の役割を自覚して行動し、責任を果たし、協力して教え合ったり、

助けあったりしながら、楽しんで練習やゲームができる。 

イ 自分やチームの能力に適した課題を設定するとともに、その解決を目指して練習方法を

工夫し、技術を生かした作戦を立て、ゲームができる。 

 

(2)単元及び学習活動に即した評価規準 

  関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

単
元
の
評
価
規
準 

バスケットボールの楽しさや

喜びを深く味わうことができ

るよう、フェアなプレイを大

切にしようとすること、大切

にしようとすること、役割を

積極的に引き受け自己の責任

を果たそうとすること、合意

形成に貢献しようとすること

などや、健康・安全を確保し

て、学習に主体的に取り組も

うとしている。  

生涯にわたる豊かなスポーツラ

イフの実現を目指して、自己や

仲間の課題に応じたバスケット

ボールを継続するための取り組

み方を工夫している。 

球技の特性や魅力に

応じて、ゲームを展

開するための作戦や

状況に応じた技能や

仲間と連携した動き

を高めて、身に付け

ている。 

技術などの名称や行い

方、体力の高め方、課題

解決の方法、競技会の仕

方などを理解している。

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

①バスケットボールの学習に

主体的に取り組もうとしてい

る。 

②フェアなプレイを大切にし

ようとしている。 

③役割を積極的に引き受け、

責任を果たそうとしている。 

④作戦や練習方法などについ

ての合意形成に貢献しようと

している。 

⑤互いに助け合い教え合おう

としている。 

⑥健康・安全を確保している。 

①これまでの学習を踏まえて、

チームが目指す目標に応じたチ

ームや自己の課題を設定してい

る。 

②作戦や練習方法などの話合い

の場面で、合意形成するための

調整の仕方を見付けている。 

③健康や安全を確保・維持する

ために、自己や仲間の体調に応

じた活動の仕方を選んでいる。

④バスケットボールを継続して

楽しむための自己に適した関わ

り方を見付けている。 

①空間への侵入など

から攻防を展開する

ための状況に応じた

ボール操作と空間を

埋めるなどの動きが

できる。  

  

①技術などの名称や行い

方について、学習した具

体例を挙げている。 

②バスケットボールに関

連した体力の高め方につ

いて、学習した具体例を

挙げている。 

③課題解決の方法につい

て、理解したことを言っ

たり、書き出したりして

いる。 

 

(3)指導と評価の計画 

 時間 具体的な学習活動 関 思 技 知 評価方法 

は
じ
め

第１時 

スキルテスト 

（８の字ドリブル・30 秒ゴール下・ハンドリング） 
チームスキル（フリースローからのリレーシュート） 
試しのゲーム 

① ①
  

観察 
学習カード

な
か 第２時 

スキルテスト 
（８の字ドリブル・30 秒ゴール下・ハンドリング） 

チームスキル（フリースローからのリレーシュート） 
ゲーム（トラジションゲーム） 

③ ①
 

① 
観察 

学習カード
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第３時 
本時 

スキルテスト（８の字ドリブル・30 秒ゴール下） 
チームスキル 

（フリースローからのリレーシュート・２メンシュート①）
３on３ゲーム①（トラジションゲーム） 
５on５ゲーム②（速攻を守る） 

 
 

 
 
 

① ① ② 

観察 

学習カード
スキルテスト

第４時 

スキルテスト（３か所ドリブルシュート・30 秒ゴール下） 
チームスキル 

（フリースローからのリレーシュート・２メンシュート①）
３on３ゲーム①（トラジションゲーム） 
５on５ゲーム②（ペイントエリアを守る） 

④ ②

 

 
 

 
観察 

学習カード 

第５時 

スキルテスト（３か所ドリブルシュート・30 秒ゴール下） 
チームスキル（フリースローからのリレーシュート・２メン
シュート②） 

３on３ゲーム①（トラジションゲーム） 
５on５ゲーム②（ペイントエリアを守る） 

⑤
  

③ 
観察 

学習カード

第６時 

スキルテスト（３か所ドリブルシュート・30 秒ゴール下） 
チームスキル 
（フリースローからのリレーシュート・２メンシュート②）

５on５ゲーム（ディフェンスシステムを考える） 

②  ①  

観察 

学習カード
スキルテスト

第７時 

スキルテスト（３か所ドリブルシュート・30 秒ゴール下） 

チームスキル 
（フリースローからのリレーシュート・２メンシュート③）
５on５ゲーム（ディフェンスシステムを考える） 

 ③   
観察 

学習カード

スキルテスト

ま
と
め

第８時 

スキルテスト（３か所ドリブルシュート・30 秒ゴール下） 
チームスキル 

（フリースローからのリレーシュート・２メンシュート③）
まとめの５on５ゲーム 

⑥ ④   
観察 

学習カード
スキルテスト

 

 

 (4)本時（８時間扱いの第３時間目） 

ア 本時のねらい 

個人とチームの技能を客観的に理解し、課題を克服するための作戦をチームで考え、工

夫する力を身に付けさせる。 

イ 本時の工夫 

仲間とかかわる活動を活発化させるために、チームが各個人の技能を理解し、作戦を立

てながら活動する場を設定した。 

ウ 本時の展開 

時間 具体的な学習活動 指導上の留意点・配慮事項 評価内容と方法

導入 
５分 

・整列、挨拶、点呼 
・準備運動、ランニング、補強運動 

・本時のねらいを明確にする。   

展開 
① 
15
分 

・班ごとに分かれる。練習⇒測定 
①各自 30 秒間ゴール下のシュート 
（打った本数と入った本数を記入） 
  
②各自８の字ドリブル 
（コーンを回った数を記入） 
  
③連続レイアップシュート 
 

・プログラムタイマーで 30 秒を設定し
各チームで行わせる。 
・チーム内で、うまくいく方法を考え
させる。 
→教え合いなどをさせる言葉かけ。 
→うまくいっていない生徒に助言。 
（具体的な技術は言わずに他に聞きに
行かせるなど） 
 
 
 
 
 
 

技① 
【スキルテスト】
  
  
  
  
  
思② 
【観察】→評価表
【学習カード】 

毎回スキルテストを行い、自分の技術について考えさせる。分かりやすい結

果を見せることで話し合いや相談のきっかけ作りにする。 
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展開
② 
５分 

５on５に向けての作戦会議 
レイアップシュートを抑える 
  
ルール 
レイアップシュートは４点 

 
・各チームに作戦盤を配布。 
・チームで本時の目標から学習カード

を記入させ、チーム内の目標を決め
させる。 

 
 
 
 
 
  

  
  
  
  

展開
③ 
20
分 

５on５のスクリメージ 
  

・空いた時間は審判、作戦会議の時間
に当てさせる。 

  
  
 

まと
め 
５分 

・整理運動 
・本時の振り返り 
 （学習カードの記入） 

・チームの戦力を分析し、適切な作戦
を立てることができたか、話し合いが
活発に進んだか振り返らせる。 

  

 

 (5)学習カード            

ア スキルアップカード（図２）は、その時々に気が付いたことやアドバイスなどをメモ

する。その後、これらの情報を有効活用し、自らのスキルアップにフィードバックで

きるようにする。 

  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

      

ゲームのルールを毎回少しずつ変化させ、本時の目標を分かりやすく理解さ

せる。その目標から各チームの戦術・作戦を考えさせやすいようにする。 

図２ スキルアップカード 

ゴ
ー
ル
下
シ
ュ
ー
ト 

８
の
字
ド
リ
ブ
ル 

連
続
ド
リ
ブ
ル 
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イ チーム戦術の学習カード（図３）は、話し合い、まとめる時間を十分に確保したため、

よくまとまっている。内容的にも自分たちのオリジナリティを前面に出し、話し合った

内容をゲームで実践できていた。また、回数を重ねていくごとに改善しながら行ってい

たため、レベルもかなり高くなっている。 

 

図３ チーム戦術学習カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

２ 事例２ 領域「球技」ネット型 バドミントン （高校２年生 女子） 

 

(1)単元の目標    

ア ペアや個人の能力に応じた課題を設定し、その課題を解決するための適切な練習 

の方法を選んだり、見付けたりできるようにする。 
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イ 状況に応じたシャトル操作や安定した用具の操作と連携した動きによって空間を 

   作り出す攻防を展開できる。 

ウ バドミントンの技術の名称や行い方や、関連して高まる体力について正しく理解できる 

ようにする。 

(2)単元及び学習活動に即した評価規準 

 関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

単
元
の
評
価
規
準 

・バドミントンの特性に関
心をもち、楽しさや喜びを

味わえるようペアにおける
自分の役割を自覚して、そ
の責任を果たす。 

・互いに協力して進んで練
習やゲームに取り組もうと
する。 

・勝敗に対して公平な態度
をとろうとする。また、練
習場などの安全を確かめ、

健康・安全に留意して練習
やゲームをしようとする。 

・ペアや自分の能力に応じ
た課題を設定し、その課題

を解決するための適切な練
習の方法を選んだり、見付
けたりするとともに、相手

との攻防に合った作戦を立
てたり、練習の仕方やゲー
ムの仕方を工夫している。

  

・ペアの課題や自分の能力
に応じて、バドミントンの

特性に応じた技能を身に付
け、ゲームをすることがで
きる。 

・各フライトやサービスな
どの技能を高め、新たに身
に付けた技能で攻防を展開

することができる。 
  

・バドミントンの特性に応
じた技術の構造や技能を高

めるための効果的な練習の
仕方、ルール、審判法及び
競技大会の企画や運営の仕

方について、理解したこと
を言ったり書きだしたりし
ている。 

  

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準

①健康・安全に注意しよう
としている。 
②練習やゲームで教え合っ

たり、励まし合ったりしよ
うとしている。 
③バドミントンの楽しさを

味わおうとしている。 
④審判の判定や指示に従お
うとしている。 

①練習やゲームから自分の
課題を設定している。 
②課題を解決するための方

法を選んでいる。 
③練習の見直しやゲームで
新たな作戦を見付けてい

る。 
  

①各ストロークを正確に打
つことができる。 
②サービスがコートに入

り、レシーブを返球するこ
とができる。 
③ゲームの中でペアと連携

をとってプレーができる。
  

①ネットを挟み攻防を楽し
む特性があることについて
理解している。 

②バドミントンの技能を高
める練習方法について、具
体例を挙げている。 

③ルール、審判法について
言ったり書きだしたりして
いる。 

④ゲームの運営の仕方につ
いて、具体例を挙げている。

 

(3)指導と評価の計画 

  時間 具体的な学習活動 関 思 技 知 評価方法 

は 
じ 
め 

第１時 

活動 オリエンテーション 
・学習内容の確認、種目の特性について 
・学習のねらいや進め方、学習カードや用具の使い方 

を知る 
・ネットの張り方を覚える 

①    ① 
観察 

学習カード 

な 

か 

第２時 

第３時 

本時 

第４時 

活動 ペア練習 
・サービスや各ストロークの練習 
 的を置き、狙った場所に打つ 
・ハイクリア、ドロップ、ヘアピン、プッシュの練習 

 ① ① ② 

観察 

学習カード 

第５時 

第６時 

活動 グループ活動 
・シングルスの条件付きゲーム 

（ハーフコートでのシングルス） 
 前後の打ち分けを理解する 
・グループでリーグ戦 

② ③   ③ 
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第７時 

第８時 

活動 ペア活動 
・ダブルスのルール説明 
・試しのゲーム 

練習したことをゲームで確認する 
・パートナーとの調整練習 

② ②     

第９時 

第 10 時 

活動 ペアとグループ活動 
・ダブルスの条件付きゲーム（スマッシュ禁止） 
・グループでリーグ戦 

④  ② ④ 

ま 

と 

め 

第 11 時 

第 12 時 

まとめのゲーム 
・互いに審判や得点係をしながらダブルスでゲーム 
・ペアを変えても行う 
  

①

③
③ ③

 

観察 

学習カード 

 

(4)本時（12 時間扱いの第３時間目） 

ア 本時のねらい 

個人技能を高めるために、自己の課題把握とペアによる課題解決方法を工夫させる。 

イ 本時の工夫 

ペアを固定して、各自の課題をペアで解決するようにさせる。会話や観察、質問を多く

させる場を設定する。学習カードを使用する。 

ウ 本時の展開 

時間 具体的な学習活動 指導上の留意点・配慮事項 評価内容と方法 

導入 
５分 

・整列、挨拶 
  
・準備運動、補強運動 
  
・学習カードの確認 

・生徒の出欠状況、健康状況を確
認する。 
・前回までの内容を振り返り、本
時のねらいを明確にする。 
・学習カードに、本時の目標など
記入させる。 

  

展開 
35 分 

・ペアをつくる 
  
・各ストロークの説明、練習 
 ペアでラリーを行う 
  
①オーバーヘッドストローク 
（フォア・バック） 
  
②サイドアームストローク 
（フォア・バック） 
  
③アンダーハンドストローク 
（フォア・バック） 
  
  
＊ラリーを続けるために高くシャトル
を飛ばす 
  
・サービスの練習 
（ロング・ショート） 
ペアで、一人がサーブを打ち、もう一人
が返球する（10 回で交代）。 

・奇数の場合は３人で組ませる。 
  
・ペアごとでフォームなど課題を
探す。 
  
・時間を設定し、各ペアごとで練
習を工夫させる。 
・話し合いや、学習カードに記入
する時間をとる。 
・ペアごとにラリーの回数を決め
て行わせる。 
  
＊自分や友達の良かった点、課題
となる点を言葉で指摘させる。 
  
・自分に合った方法を確認させる。 
・できない生徒には、アドバイス
をするが、できるだけ生徒間で協
力して課題解決方法を見付けさせ
る。 
・目標や落とす場所などを各自で
設定させる。 

  
  
思考・判断・表現①
 
技能① 
 
【 観察 】 
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
思考・判断・表現①
技能① 
知識・理解② 
【 観察 】 

 

 
・サービスゲーム 
コートに的を置き、的に当たるまでサー
ビスを打ち続ける。 
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まとめ 
５分 

・整理運動 
・本時の振り返り 
  
・次回の確認 

 ・ラリーができた回数、課題や
気づいたことを記入する。 
・本時の内容を振り返り、今後の
授業に生かすように確認させる。 
・次回の授業の確認 

  

 

(5)学習カード 

ア 図４は、授業の最後に生徒に書かせた、本時の授業の振り返りカード。 

   自分で課題解決に取り組んだ様子がうかがえる。 

イ 図５は、個人カード。ゲームの際に持ち歩き、ゲーム後に見ていた生徒に感想を書いて

もらうカード。記入したのは、本人以外の生徒。 

 

図４ 振り返りのための学習カード         図５ 個人カード 
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３ 事例３ 領域「陸上競技」長距離走（高校２年生 男子） 

 

(1)単元の目標 

ア ペースの変化に対応するなどして走り、目標タイム内に走り切ること。 

イ 陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを 

大切にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、

合意形成に貢献しようとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにす

る。 

ウ 技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、マラソン大会の仕方などを理解 

し、自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにす

る。 

 

(2)単元及び学習活動に即した評価規準 

  関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

単
元
の
評
価
規
準 

・長距離走の楽しさや喜びを深く味
わうことができるよう、勝敗などを
冷静に受け止め、ルールやマナーを

大切にしようとすること、役割を積
極的に引き受け、自己の責任を果た
そうとすること、合意形成に貢献し

ようとすることなどや、健康・安全
を確保して、学習に主体的に取り組
もうとしている。 

・生涯にわたる豊かなスポ
ーツライフの実現を目指
して、自己や仲間の課題に

応じた長距離走を継続す
るための取り組み方を工
夫している。 

 

・長距離走の特
性に応じた、種
目特有の技能

を高めて、身に
付けている。 
 

・技能の名称や行い方、体力の
高め方、課題解決の方法、競技
会の仕方などを理解している。

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

①長距離の学習に自主的に取り組
もうとしている。 

②勝敗などを冷静に受け止め、ルー
ルやマナーを大切にしようとして
いる。 

③役割を積極的に引き受け、自己の
責任を果たそうとしている。 
④互いに助け合い、教え合おうとし

ている。 
⑤自分の体調を理解し、健康・安全
を確保している。 

①これまでの学習を踏ま
えて、自己や仲間の挑戦す

る課題を設定している。 
②グループで活動する場
面で、状況に応じた自己や

仲間の役割を見付けてい
る。 
③長距離走を継続して楽

しむための自己に適した
関わり方を見付けている。

①ペースの変
化に対応する

などして走る
ことができる。
  

  

①技術の名称や行い方につい
て学習した具体例を挙げてい

る。 
②陸上競技に関連した体力の
高め方について、学習した具体

例を挙げている。 
③課題解決の方法について、理
解したことを言ったり書き出

したりしている。 
④マラソン大会の仕方につい
て、学習した具体例を挙げてい

る。 

 

(3)指導と評価の計画 

  時間 具体的な学習活動 関 思 技 知 評価方法 

は
じ
め

第１時 

活動１ オリエンテーション 
・学習内容、授業ルールの確認 

・学習の進め方、マラソンの特性について 
活動２ ３ｋｍのタイム測定 ・個人技能の課題発見 

①
 
 
 

 
 

 
 

 

観察 

学習カード

な
か 

第２時 

活動１ ３ｋｍのタイム走 
・心拍数から自分のペースを考える 
活動２ 記録表、学習カードの記入 

・記入をしながら班での話し合い 

 
①

 
① 

観察 
学習カード

第３時 

活動１ ４ｋｍタイム走 

・自分に楽なフォームで走る 
活動２ 記録表、学習カードの記入 
・記入をしながら班での話し合い 

②
  

③ 
観察 

学習カード

第４時 

本時 

活動１ ４ｋｍタイム走 
・自分に楽なフォームで走る 

活動２ 学習カード・記録表の記入 
・記入をしながら班での話し合い 

③ ①
  

観察 

学習カード
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第５時 

活動１ ４．５ｋｍタイム走 
・自分に楽な呼吸法を見付ける 

活動２ 記録表、学習カードの記入 
・記入をしながら班での話し合い  

④ ②
  

観察 

学習カード

第６時 

活動１ ４．５ｋｍタイム走 
・自分に楽な呼吸法をみつける 
活動２ 学習カード・記録表の記入 

・記入をしながら班での話し合い 

 
③

 

  

① 
  

観察 
学習カード

ま
と
め 

第７時 

活動１ ５ｋｍタイム走 

・それぞれの力で制限タイム内に走り切る 
活動２ 記録表、学習カードの記入 
・記入をしながら課題解決を考える 

  ① ② 
観察 

学習カード

第８時 

活動１ ３ｋｍタイム走 
・それぞれの力で制限タイム内に走り切る 
活動２ 記録表、学習カードの記入 

・記入をしながら課題解決の方法を考える 

⑤  ① ④ 
観察 

学習カード

※雨天時は体育館、格技棟を利用して同じ距離を走る。 

 

(4)本時（８時間扱いの第４時間目） 

ア 本時のねらい 

①班ごとに本時の目標、又は目標タイムを設定し、それに応じた話し合いができるように

する。 

②走りながら、又は走った後に班員の走りを観察して最後に話し合いができるようにする。 

③合理的で正しいフォームを理解し、互いにアドバイスができる。 

イ 本時の工夫 

①１年次から使用している記録カードを活用して昨年度と比較できるようにする。 

②グループを作り、課題解決に取り組む環境作りに力を入れ、課題解決の方法を身に付け

させる。 

③結果だけでなく課題解決の過程やその姿勢を評価に取り入れるよう評価表の工夫を行う。 

ウ 本時の展開 

時間 学習活動 指導上の留意点・配慮事項 評価内容と方法 
 
導入 
10 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
整列・点呼 
本時の確認 
学習カードの確認 
グループ話し合い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・チャイム時に挨拶ができるよう整列指導、
点呼を行う。 
・本時の目標の確認 
 「グループで良いフォームを確認する」 
長距離のフォームについて、図を見ながら説
明。 
 
 
 
 
・学習カードを配布。 
前回のタイム確認と心拍数を測定させる。 
班ごとに集まらせ、話し合いをさせる。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
関③ 
【観察】 
 
 
 
 
 
 

 
５分 

 
準備運動 
補助運動 
 

 
 
 

 
思① 
【観察】評価表に記入。 

個人が中心の単元なので、学習カードを工夫。走る前、走った後に自分の疑問やうまくいかない部分を考えさせ、

周囲に聞けるような項目を入れる。また記録毎にグループを作り、話し合いの活性化をねらう。 

正しいフォームについての資料を掲示しておき、話し合いの材料となるようにする。 
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展開 
15 分 

 
３．５ｋｍタイム走 
 

 
・自転車で折り返し地点へ先回り。 
 折り返し地点で点呼。体調など確認。 

 
思① 
【観察】【学習カード点検】
【タイム測定の記録確認】
 

 
まとめ 
５分 
 
10 分 
５分 

 
心拍数の測定 
 
 
学習カード記入 
整列・次回の確認 
 

 
・班員がそろったところから話し合いをさせ

る。 
・振り返りを行わせる声掛けを行う。 

 
関③ 
【観察】 

 

 (5) 学習カード 

図６の記録表には、毎時間の記録や自己評価、感想を記入する。この生徒は自分の課題や

体調などを理解し、次回の目標につなげるコメントを書いていた。授業中、グループ内で声

を掛ける、アドバイスをするなどの活動が多く見られた。 

図７のカードには、心拍数、自己とグループの課題及び課題解決のために行ったことを記

入する。 

 

図６ マラソン練習記録表 
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図７ マラソン学習カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 思考・判断の観点別評価表 

図８は、教師が話し合いや問題解決の場を観察、また個人の学習カードを見て思考・判断・

表現の評価を行うために作成した評価表である。下段に毎時間の観察による評価をメモし、 

単元終了時に下段の記録から４項目についてＡ、Ｂ、Ｃの３段階で評価した。 

図８ 観点別評価表 
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Ⅶ 研究の成果 

 

 

 

（*Ｐ＜0.05、**Ｐ＜0.01、***Ｐ＜0.001） 

１ 身体的有能さの認知に及ぼす影響 

身体的有能さの認知下位群において、身体的有能さの認知、運動有能感の得点が有意に高

くなった（図９）。また、全ての因子において、単元前に下位群だった生徒は、単元後に身体

的有能さの認知の得点が有意に高くなった（表６から９）。これは、身体的有能さの認知が低

い生徒は、教師が技術的な指導を重点的に行わなくても、仲間同士の教え合いや関わり合い、

課題解決の中で技術を向上させ、運動に対する自信を付けることができたことを示している。 

図９ 身体的有能さの認知下位群の変化（*Ｐ＜0.05、***Ｐ＜0.001） 

5.98 

7.63 
8.60 

6.83 6.95 
8.27 

9.06 
7.48 

身体的有能さの認知 統制感 受容感 運動有能感

単元前 単元後 ****

身体的有能

さの認知
統制感 受容感

運　動
有能感

単元前 14.57 17.01 15.94 47.52
単元後 14.35 16.72 16.24 47.31
単元前 10.11 14.56 13.91 38.57
単元後 10.35 14.73 14.51 39.59
単元前 5.98 12.35 12.42 30.74
単元後 6.95*** 12.28 12.86 32.1*

表６　身体的有能さの認知への影響

上位群

中位群

下位群

身体的有能

さの認知
統制感 受容感

運　動
有能感

単元前 13.26 18.75 16.21 48.22
単元後 12.96 17.66*** 16.52 47.14*
単元前 10.81 15.22 14.29 40.31
単元後 11.33** 15.33 14.82 41.47
単元前 7.63 10.87 12.33 30.82
単元後 8.27* 11.49 12.79 32.55**

上位群

中位群

下位群

表７　統制感への影響

身体的有能

さの認知
統制感 受容感

運　動
有能感

単元前 12.54 16.94 18.60 48.09
単元後 12.34* 16.41* 17.59*** 46.34**
単元前 10.47 14.93 14.62 40.02
単元後 11.01* 15.01 15.15* 41.17*
単元前 8.60 12.70 9.93 31.23
単元後 9.06* 12.81 11.47*** 33.35***

上位群

中位群

下位群

表８　受容感への影響

身体的有能

さの認知
統制感 受容感

運　動
有能感

単元前 14.24 18.06 17.46 49.76
単元後 13.88 17.42* 17.13 48.43*
単元前 10.39 14.89 14.04 39.32
単元後 11.03* 15.10 14.86* 40.99*
単元前 6.83 11.48 11.18 29.49
単元後 7.48** 11.68 12** 31.16**

上位群

中位群

下位群

表９　運動有能感への影響

単元前の運動有能感調査を基に、身体的有能さの認知、統制感、受容感、運動有能感（合

計）の４因子について（各因子 2 0 点満点）、学習者を得点の高い者から各群が総 人数の 33.3％

に最も近くなるように上位群、中位群、下位群に分類した。それぞれの群において単元前と

単元後の平均値の差を比較す るためにＴ検定を行った。有意水準は５％とした。 
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２ 統制感に及ぼす影響 

統制感上位群において、統制感、運動有能感の得点が有意に下がった。統制感中位群にお

いては、身体的有能さの認知が有意に高くなった（図 10）。統制感下位群においては、身体

的有能さの認知、運動有能感の得点が有意に高くなった（表７）。単元後に全生徒対象にアン

ケート（研究方法５表５）を実施したところ、統制感上位群の 89％の生徒が｢課題を解決す

ることができた｣と答えている。同じく 98％の生徒が「考えながらスポーツに取り組んだり、

体を動かしたりすることは楽しい」と答えている。  

つまり、統制感の得点は有意に下がっているものの、課題を解決したことを認識し、また、

自他の課題を解決するために考えながらスポーツをすることを楽しいと答えていることが分

かる。 

統制感の得点が高い生徒は、単元前までの学習活動において、自己の課題を自らの努力に

よって克服してきた経験をもつ生徒であると考えられる。単元前の調査では、生徒は自己の

統制感のみを評価した。しかし、本研究ではペアやチームで教え合うなど、自己のみでなく

他者の課題解決を行った。これにより、単元前に比べ努力や練習によっても技能が向上しな

い生徒と接する場面が増えたことによって、自己評価のみならず、課題解決を共に行った仲

間も総合的に捉えたため、得点が下がったのではないかと考えられる。 

 図 10 統制感上位群の変化 （*Ｐ＜0.05、***Ｐ＜0.001） 

 

 

３ 受容感に及ぼす影響 

  受容感上位群においては、全ての因子において有意に得点が下がった（図 11）。受容感中

位群、下位群ともに、統制感以外の因子において有意に得点が高くなった（表８）。受容感上

位群の得点が下がった理由は、受容感上位群の生徒が、自らの技術を高めたり、試合で活躍

したりすることのみを目的として授業に参加するのではなく、仲間の能力やチームの成績を

向上させるために努力した結果、高い技能のみを評価するのではなく、他者を認める態度で

授業に取り組むことの意義を学び、授業に対する意識の変化がみられたのではないかと考察

した。本研究では、「できた」「できない」という結果のみにとらわれるのではなく、その過

程を意識させることをねらいとしていることから、意識の変化について、さらに研究を続け

る必要がある。受容感上位群は、他の因子の上位群と比べ受容感は高いが、他の項目に関し

13.26 
18.75 16.21 

48.22 

12.96 
17.66 16.52 

47.14 

身体的有能さの認知 統制感 受容感 運動有能感

単元前 単元後

***

*
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ては低い傾向がある。これは、受容感上位群の生徒は、運動技能は決して高くはないが、教

師や仲間の肯定的な声かけや態度により、前向きに運動に取り組んでいる傾向を示している。

今回、本部会が取り組んだ授業では、身体的有能さの認知が低い生徒たちに、周囲の励まし

や教え合いが増える傾向があった。受容感上位群の生徒に対して、以前よりも教師や仲間か

らの励まし、声かけが相対的に少なくならざるをえず、単元前よりも低下してしまったと考

えられる。 
 図 11 受容感上位群の変化 （*Ｐ＜0.05、**Ｐ＜0.01、***Ｐ＜0.001） 

 

 

４ 運動有能感に及ぼす影響 

運動有能感上位群においては、統制感、運動有能感の得点が有意に下がった。運動有能感

中位群、下位群は、受容感と同様、統制感以外の因子において有意に得点が高くなった（表

９）。受容感と運動有能感の平均値の増減は、全ての項目において同じ傾向を示した。 

全生徒を対象に、身体的有能さの認知、統制感、受容感、運動有能感の単元前と単元後の

平均の差を検証したところ、差が一番大きかった因子は受容感であった（図 12）。このこと

から、受容感の増加が運動有能感（合計）に与えた影響により、受容感と同様の増減を示し

たと考えられる。 

図 12 全生徒を対象とした単元前と単元後の変化（*Ｐ＜0.05、**Ｐ＜0.01） 

 

 

表 10 は、運動有能感の変化と、アンケートに対して肯定的に答えた生徒の関係を示したも

のである。これによると、単元後に運動有能感の得点が低下している生徒であっても、アン
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ケートの集計を見ると、決して今回の授業を否定的に捉えていないことがわかる。全ての質

問項目において、運動有能感の得点が下がった生徒の方が、課題解決学習に積極的に取り組

んでいたと考えられる。質問項目９では、90.7％の生徒が考えながらスポーツに取り組むこ

とに対して肯定的に捉えている。 

本研究が行った、生徒自身による課題解決や仲間と関わり合う場がある授業を行うことに

よって、運動有能感が有意に高まることが明らかになった（図 12）。特に、全ての因子で下

位群であった生徒の運動有能感が有意に高くなったことから、これまで運動に自信をもてず、

主体的に活動できなかった生徒に対して、とても効果的であったと言える。これにより、こ

れまで運動に対して否定的な考え方、態度であった生徒が、授業に主体的に取り組めば運動

量が増え、結果的に「体育」の目標である体力の向上につながる。また、「生涯にわたって豊

かなスポーツライフを継続する資質や能力の育成」にもつながり、運動する生徒としない生

徒の二極化の解消につながるのではないかと考察した。 

 
５ 授業アンケート「運動を楽しいと感じるとき」についての分析 

本研究の対象生徒に対して、記人によるアンケート（研究方法５表５）を実施し、「どんな

時に運動を楽しいと感じたか」と質問した。 

定時制のＤ、Ｅ高等学校には、コミュニケーションをとることが苦手な生徒が多数入学し

ている。そのような実態の中、回答では、技能の向上を挙げる生徒よりも「みんなと話しな

がら運動を行うとき」「応援されながら試合をしているとき」など、他者と関わりながら運動

を行う場面を挙げる生徒が多かった。 

その中に、「少人数の中で、思ったことを素直に言い合えたらきっと楽しくなる」と回答し

た生徒がいた。その生徒が在籍するＤ高等学校（定時制）からは、本研究の授業実践後に、

他教科の授業においてもコミュニケーションが増し、生徒同士が教え合う場面が見られるよ

うになったという事例が報告された。体育の授業のみによって、思ったことを言い合えるよ

うな人間関係を構築することや、コミュニケーション能力を向上させることには限界がある。

これらのことから、体育をきっかけとして、ＨＲや他教科と連携し、自由に意見を言える雰

囲気作りを目指し、教師同士が情報交換を密にして授業を改善することで生徒同士の学び合

いが増し、学習効果を高めることができると考えられる。 

表10　運動有能感の変化と質問項目で「はい」と答えた生徒の割合

質問項目
有能感が上がった生徒

変化なしの生徒
有能感が下がった生徒

１．自分の課題に気が付けましたか。 71.9% 96.9%

２．グループやペアの課題に気付けましたか。 65.2% 90.6%

３．ペアやグループ全体の課題解決できましたか。 57.8% 88.7%

４．ペアやグループ内で課題解決のために話し合いに積極的に関われましたか。 61.5% 85.4%

５．自分たちで課題を解決することができましたか。 56.5% 80.4%

６．課題解決学習を通じて、自分の考えや方法よりも相手のほうがよいと感じたことはありましたか。 68.3% 84.5%

７．グループで考えたことがチームプレーとして授業で生かされましたか。 59.8% 74.2%

８．ぺアやグループなど複数のメンバーと考えながら学習に取り組むことでよいアイディアが多く見つかりましたか。 59.0% 69.1%

９．考えながらスポーツに取り組んだり、体を動かしたりすることは楽しいと感じましたか。 73.2% 90.7%

10．考えながら運動に取り組む授業を通じて、運動への取り組み方やかかわり方が変わったと思いますか。 64.0% 83.5%
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Ａ高等学校では、陸上競技（長距離走）を行った。アンケートの回答では、記録について

言及している生徒が多かった。授業において長距離走を行う場合、話しながら、教え合いな

がら走ることは困難である。それゆえ、「最後まで走りきる」、「具体的な数値目標を設定する」

など、個人に応じた課題、目標を設定させる必要があると感じた。 

Ｂ、Ｃ高等学校では、球技（バスケットボール）を行った。両校ともに「できないことが

できるようになったとき」「シュートが入ったとき」などの技能に関係する回答がみられた。

しかし、半数以上はＤ、Ｅ高等学校と同様、仲間との関わり合いを楽しいと感じる回答が多

かった。具体的には、「自分のアシストで点が入ったとき」「練習、話し合いの内容がゲーム

に生かされたとき」「チームの一体感を感じたとき」など、作戦に関するものやチームに対す

る所属感に関する回答であった。これらのことから、球技において、生徒は、チームの一員

であることを認識し、チームに貢献できているときに楽しく感じている傾向が強いことが分

かった。 

アンケートから生徒が楽しいと感じている場面は、うまくいったとき、褒められたときな

どの場面はもちろんだが、仲間との連帯感、チームに対する所属感を感じている時も楽しい

と感じている。したがって、教師の声かけや肯定的な発言が、シュートやパスといった場面

に偏ることがないようにしなければならない。さらに、生徒が楽しく感じているとき、生徒

がなぜそのように感じたのか、そこに至るまでの経過を教師が適切に観察、評価し、生徒に

対してフィードバックできる能力を高めることが必要である。 

 

Ⅷ 今後の課題 

１ グルーピング  

ペア学習やグループ学習の方法をとったため、必然的に意見交換が必要となった。しかし、

欠席者がいると、同じペアで組むことができない。そのため、新しいペアで、人間関係を築

き、課題を共有するところから話し合いを行わなければならない例が発生し、課題やアドバ

イスなどの意見交換を継続的に積み重ねていくことが難しくなった。また、グループ学習に

おいて教える立場になりやすい生徒は、他者の記録の向上に取り組むことで、自己の記録の

向上があまり見られない例もあった。グループのメンバーを代えたり、個別の課題をそれぞ

れ解決できるように段階的に課題を設定したりするなどの指導の工夫が必要である。 

２ 課題発見、解決学習での運動量の変化 

生徒の意見や考えを明確にさせるために学習カードを作成した。運動量の確保という面を

考えると、授業中に学習カードを書く時間は限られている。いかに課題を明確にさせ、解決

のためのヒントやアドバイスを記入できるかが求められる。アンケートによると、有能感が

下がった生徒の９割以上の生徒が課題をうまく発見できていない。また、同じく有能感が下

がった生徒の８割の生徒は相手の解決方法のほうが優れていると感じている。いかに自分に

適した課題や解決方法を発見できるかは生徒が授業へ取り組む姿勢に影響を与える。生徒が

自分に適した課題や解決方法を発見できるような学習の場を設定できるかが課題である。 

３ 学習活動中の言語活動と運動量との両立 
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言語活動の活性化を図るために話し合いや記録をとる作業が増えることは運動量の減少に

つながることもある。いかに記録作業と運動量のバランスを考えた計画を立てられるかがポ

イントである。研究中の事例として、記述がメモ程度にとどまらずレポートになってしまい、

記録することに時間が割かれてしまうことがあった。箇条書きで書けるような簡素化された

学習カードの工夫がさらに必要である。今後、ゲームの待ち時間を活用した学習活動や、静

止画や動画を撮影しそれらを活用した課題解決学習の方法について、研究していくことが必

要である。 

４ 自己肯定感の分析の優位性 

本研究では、運動有能感に関するアンケートを単元の開始時に実施した。この方法におい

ては単元の得意・不得意による影響や実施するタイミングや事前まで実施していた種目の影

響があると考えられる。例えば得意な単元を実施した直後に不得意な単元を行う場合、身体

的有能さの認知は低く出る傾向が予測される。年間計画において実施時期をあらかじめ設定

したり、集団で行う種目や、コミュニケーション能力に課題がある学校の場合は、受容感を

重点的に調査したりするなど、調査方法により生徒の傾向が把握できれば有効なツールにな

ると感じた。 

５ 暗黙知をも含めた評価方法の研究 

本研究では、生徒が技能習得の過程で行った「思考・判断したこと」に焦点を当て、「思考・

判断」の場面を多く設定し、教師が評価することでさらに生徒が思考・判断をするようにな

るという好循環を生み出すことを目的として研究を進めた。ツールとして、学習カードを活

用し、できるだけ生徒同士の会話を充実させることで、生徒自身が意識した内容を文字や言

語として記入させたり発言させたりした。実際にアンケートでは、全体の８割以上の生徒が

「考えながら運動に取り組むことが楽しい」と回答している。 

今後、動作や数字、言葉では表すことが難しい暗黙知についての研究も行い、生徒の内面

的な試行錯誤をどのように表現させるか、評価規準や評価方法を精査し、教材の工夫や指導

方法の開発につなげていくことが必要である。 
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